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新干 IJ 

□宮城植物の会編： 宮城県植物目録2000 
378 pp. 2003. 宮城植物の会.非売品. 

宮城県の植物目録は村井三郎氏が1935年に 
発行して以来，刊行されていない.その後学 
名の変更や，区域内の植物相の調査の蓄積が 
あり，新しい目録の発行が必要とされてきた. 
この目録はその要求を満たすものである.蘚 
苔類631種，シダ類221種，裸子植物27種，被 
子植物982種，全体で3032種が記録されてい 
る.宮城県を5地区に分け，各種類が地区の 
どこに分布するかを地名で示している.宮城 
植物の会は「植物誌」を発行するのを目的と 
して1988年に発足したもので，現在は木村中 
外氏を委員長に，他11名の委員からなり，協 
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力して目録を制作し発行した.宮城県は太平 
洋側に分布する植物の北の限界近くを示すも 
のが多いので，貴重な目録である.なるべく 
早く，初期の目的である「植物誌」が完成さ 
れることを希望する.宮城県植物の会は石巻 
市^^^^^ 

H (山崎敬） 

□大揚秀章，秋山忍： ツバキとサクラ 
171 pp. ¥2，100. 2003. 岩波書店. 

「海外に進出する植物たち」という副題が 
ついている. 二部に分けて この二つの 植物の 
自然誌にはじまり，その栽培，園芸植物とし 
ての海外進出，それが海外の文化に与えた影 



